
 
  

 
   

OHS会員企業によるコラボ事業がスタートしました！ 
～ 医療制度改革による特定保健指導事業でコラボレーション ～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

● コラボレーション事業について 

１ 開始時期：平成２０年1０月よりスタート 

２ 対 象 者：松尾橋梁健康保険組合（特定保健指導該当者の積極的支援者と動機付け支援者） 

３ 協力企業：株式会社デサント、株式会社ホホエミー 

 

● コラボレーション事業のスキームについて 

 

 
 
＜積極的支援例＞第一回（初回面談２週間後）支援Ｂ：状況確認と励まし 

第二回（１ヶ月後）支援Ｂ：状況確認と励まし 
第三回（２ヶ月後）支援Ａ：生活習慣の振り返りと行動計画の実施状況の確認等 
第四回（３ヶ月後）支援Ａ：個別面談（中間評価） 
第五回（４ヶ月後）支援Ｂ：状況確認と励まし 
第六回（５ヶ月後）支援Ａ：生活習慣の振り返りと行動計画の実施状況の確認等 
第七回（６ヶ月後）評 価：個別面談 

 
 
 

○ ３Ｄ加速度センサー搭載（アクションセンサ）で「普通歩行」「速歩」「ランニング」を自動識別 
○ 身体活動目標などに対して自動的にアドバイス（目標達成に必要な運動量と食事の目安が自動表示） 
○ 日々の身体活動やカラダの変化を分かりやすい表やグラフで確認（アクションセンサのデータを無線送信） 
○ １日の不足した活動量を自宅のテレビでカバー（自宅でエクササイズ） 

 
 
 

 
 

 

 「大阪健康サービス産業創造協議会（ＯＨＳ協議会）」では、健康づくりに関するビジネスモ

デルの創出を目指し、会員の方々のマッチング支援を行っています。今回、特定保健指導事業

において、OHS会員である株式会社デサントのコラボレーション事業が、健康保険組合向けに
スタートしました。医療制度改革においては、糖尿病等の生活習慣病有病者・予備群を 25％減
少させることが政策目標として掲げられ、この目標を達成するためには、健診後の保健指導を

確実・効果的に実施する必要があるため、商品・サービスのマッチングを行いました。 

 
大阪健康サービス産業創造協議会(OHS協議会) 
（担当：鋤納（すきの）・卯津羅（うづら）） 
ＴＥＬ 06-6946-6200   ＦＡＸ 06-6920-0165 

平成 20年 12月 22日（月）資料提供 

松尾橋梁健康保険組合（特定保健指導該当者へ実施） 

●活動量計＜XaviX+D3（ザビックス プラス ディースリー）＞の提供 

●管理栄養士による初回面談、継続的支援（積極的支援・動機付け支援）、評価の提供 

運動の支援 

特定保健指導の支援 
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㈱ホホエミー 

＊平成 20年 4月の医療制度改革 
平成20年 4月から、全ての医療保険者（健康保険組合等）に、４０歳以上の被保険者・被扶養者を対象に、 

「内臓脂肪型肥満（メタボリック症候群）」に着目した健診（特定健診）と対策（特定保健指導）の実施を義務づけ。 

＊大阪健康サービス産業創造協議会（OHS協議会） http://www.webohs.jp 
大阪の産・官・学・医が連携し、先進的な健康サービス産業の創造と大阪府民の健康づくりを支援するために、 

平成 17年 5月に設置されたプラットフォーム組織。現在、64社・39 団体が参加。 

㈱デサント

運動支援

【ツール】

㈱ホホエミー

管理栄養士

【人材】

松尾橋梁

健康保険組合

～特定保健指導～

【支援】

㈱デサント 

④ メタボリック症候群の改善を目的とする 

特定保健指導の実施 
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